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左藤町長

40号
字
第

題

薩
農
給
付
金
の

申
請
は
早
く

　
離
農
給
付
金
制
度
は
昨
年
十

月
、
農
業
者
年
金
法
の
補
完
的

措
置
と
し
て
発
足
し
た
も
の
で
す

　
現
在
ま
で
に
こ
の
給
付
金
を

受
け
た
者
は
八
名
で
、
内
訳
は

三
十
五
万
円
　
受
給
者
三
名
、

一
十
五
万
円
　
受
給
者
五
名
と
な

っ
て
お
り
、
な
お
現
在
申
請
中

の
も
の
十
九
件
と
な
っ
て
い
ま
す

　
昭
和
四
十
七
年
以
降
、
離
農

を
計
画
し
て
い
る
人
、
即
ち
、

自
分
名
儀
の
農
地
の
す
べ
て

（
三
十
ア
ー
ル
以
上
）
を
処
分

す
る
見
込
の
あ
る
人
で
、
こ
の

給
付
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
早
め
に
農
業
委
員
会
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

踊
待
を
に
な
．
て

△
過
疎
、
米
の
作
付
制
限
な
ど
一
連
の
き
び
し
い
問
題
を
か
か
え
、
町
民
環
視
の
中
で
戦

△
わ
れ
た
、
第
七
回
の
町
長
・
町
議
選
挙
は
終
り
、
九
月
六
日
、
初
の
臨
時
議
会
が
町
役

△
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

△
席
上
、
佐
藤
重
孝
新
町
長
か
ら
五
期
連
続
し
て
町
政
を
担
当
す
る
新
し
い
決
意
に
つ
い

△
て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
つ
づ
い
て
議
長
・
副
議
長
の
選
任
、
常
任
委
員
会
の
構

△
成
が
（
別
項
）
お
こ
な
わ
れ
午
前
十
｝
時
す
ぎ
閉
会
し
ま
し
た
。

△
こ
ん
ど
改
選
さ
れ
た
党
派
別
議
席
は
無
所
属
二
十
名
、
共
産
党
二
名
と
な
っ
て
お
り
、

△
年
令
別
に
は
三
十
代
一
、
四
十
代
四
、
五
十
代
十
二
、
六
十
代
四
、
七
十
代
一
名
と
な

△
り
ま
し
た
。
議
員
の
平
均
年
令
は
五
十
四
才
で
前
回
（
昭
和
四
十
二
年
）
に
比
べ
二
、

△
三
才
の
増
令
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
旧
別
で
は
現
十
、
新
十
、
元
二
、
と
な
っ

△
て
い
ま
す
。

議
長
に
若
月
氏

副
議
長
佐
藤
氏

　
改
選
後
は
じ
め
て
の
町
議
会

は
九
月
六
日
午
前
九
時
か
ら
町

役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
新
町
長
か
ら
就
任
の
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
の
ち
、
最
年

長
議
員
、
若
月
又
義
氏
を
仮
議

長
に
選
び
、
議
長
、
副
議
長
の

選
挙
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会

の
構
成
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
別
項

の
よ
う
に
き
め
ま
し
た
。

　
議
長
選
挙
は
、
投
票
の
結
果

若
月
又
義
一
九
票
、
山
岸
石
松

二
票
、
相
沢
長
男
一
票
で
、
新

議
長
に
若
月
又
義
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
引
ぎ
続
き
お
こ
な
わ
れ
た
副

議
長
選
挙
で
は
佐
藤
大
治
十
五

票
、
相
沢
長
男
二
票
、
山
岸
石

松
二
票
、
田
辺
一
夫
二
票
、
福

原
庚
造
一
票
、

で
副
議
長
に
佐
藤
大
治
氏
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
議
会
選
出
農
業
委
員
に

は
南
雲
終
治
氏
を
監
査
委
員
に

山
岸
定
佐
久
氏
を
選
任
し
ま
し

ご

挨

拶

　
八
月
三
十
・
一
日
の
町
長
選
挙

に
際
し
有
権
者
多
数
の
．
こ
支
持

を
い
た
だ
き
そ
の
お
蔭
を
も
ち

ま
し
て
引
続
き
町
政
を
担
当
さ

町
長

佐
　
藤
　
重
　
孝

せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
温
か
．
い
ご
支
援

こ
協
力
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら

謹
ん
で
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
こ
の
度
は
当
選
の
栄
に

浴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
そ

の
喜
び
よ
り
も
先
づ
そ
の
責
務

の
重
か
つ
大
な
る
こ
と
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
山
積
す
る
重
要
課

題
は
ど
れ
一
つ
取
上
ザ
て
考
え

て
み
ま
し
て
も
容
易
で
な
い
も

の
ば
か
り
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
戦
を
通
じ
て
得

ま
し
た
有
権
者
各
位
の
良
識
を

心
と
し
過
去
の
町
政
に
対
す
る

反
省
と
体
験
を
生
か
し
た
な
か

で
全
く
初
心
に
か
え
り
全
力
投

球
の
姿
勢
で
こ
と
に
当
り
、
今

後
の
問
題
解
決
に
身
を
さ
さ
げ

て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
．
こ

ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
、
町
民
各
位
の
格
別

な
る
お
力
添
え
を
賜
り
た
く
心
，

か
ら
お
願
い
申
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
秋
の
農
繁
期
、
よ

り
よ
い
収
穫
と
皆
々
様
の
益
々

の
ご
健
勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申

上
げ
ま
し
て
私
の
．
こ
挨
拶
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
。

　
議
会
常
任
委
員
会
の
構
成
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
　
（
◎
印

委
員
長
、
O
印
副
委
員
長
）

　
総
務
文
教
委
員
会
◎
田
辺
一

夫
・
O
山
岸
石
松
・
松
沢
保
雄

村
山
正
英
・
高
橋
重
次
・

　
土
木
委
員
会
◎
福
原
庚
造
・

○
村
山
吉
太
郎
・
滝
沢
重
介
・

相
沢
善
一
・
本
山
健
市

　
産
業
委
員
会
◎
相
沢
長
男
．

○
南
雲
終
治
・
村
山
佐
市
・
小

野
塚
熊
男
・
竹
内
平
八
郎

　
社
会
厚
生
委
員
会
◎
久
保
田

勢
策
・
○
山
岸
定
佐
久
・
布
施

庸
平
・
竹
内
徳
治
郎
・
佐
藤
重

竜
。

職
業
訓
練
校

申
込
24
名

　
上
越
職
業
訓
練
校
松
之

山
分
校
の
こ
と
し
の
入
校

生
募
集
は
十
四
日
締
切
ら

れ
た
が
応
募
者
は
昨
年
よ

り
四
名
下
廻
り
二
十
四
名

で
し
た
。
こ
と
し
の
開
校

は
、
十
月
十
五
日
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新町議と重点施策

　
つ
ぎ
に
新
議

員
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
重
点
施
策
は
、

新
議
員
の
各
位

か
ら
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
掲

さ
い
し
ま
し
た

が
、
紙
面
の
都

合
上
、
字
数
に

制
限
を
し
て
発

表
い
た
だ
い
た

こ
と
を
．
こ
了
承

ね
が
い
ま
す
。

　
掲
載
順
序
は

議
席
順
で
す
。

佐
藤
大
治
㈲

　
急
速
な
社
会
経
済
的
変
化
に

対
応
し
住
民
生
活
の
安
定
と
向

上
を
め
ざ
し
、
過
疎
の
解
消
を

図
る
べ
く
設
定
さ
れ
た
総
合
計

画
の
主
旨
に
従
っ
て
、

①
諸
産
業
や
生
活
の
基
礎
と
な

る
道
路
交
通
網
の
整
備
、
雪
中

交
通
の
確
保
の
為
大
巾
な
公
共
投

資
を
望
む
べ
く
真
剣
に
運
動
を

展
開
し
た
い
。

②
ま
た
安
心
し
て
生
活
出
来
る

環
境
整
備
の
為
に
医
療
機
関
の

充
実
、
幼
児
か
ら
老
人
に
至
る

社
会
保
障
と
施
設
の
整
備
促
進
。

種
々
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
が

一
生
懸
命
努
力
を
し
た
い
。

村
山
佐
市
㈲

　
町
民
各
位
の
身
近
な
相
談
相

手
と
な
り
老
人
、
母
子
家
庭
、

出
稼
留
守
家
庭
、
雪
中
道
つ
け

問
題
、
地
す
べ
り
対
策
等
ひ
ざ

を
ま
じ
え
て
話
し
合
い
農
業
生

産
の
向
上
と
、
安
心
し
て
暮
せ

る
明
る
く
豊
か
な
生
活
の
実
現

に
努
力
す
る
。

国
、
県
に
働
き
か
け
主
要
道
の

国
道
昇
格
、
県
道
町
道
の
大
改
．

良
と
、
整
備
、
雪
崩
れ
防
止
対

策
に
力
を
入
れ
、
冬
期
主
要
道

路
の
無
雪
化
に
よ
る
安
全
な
自

動
車
運
行
の
実
現
に
努
力
し
、

冬
期
観
光
客
誘
致
に
勤
め
、
浦

田
を
含
め
た
。
観
光
開
発
に
力

を
そ
そ
ぎ
た
い
。

南
雲
終
治
6鋤

一
、
松
之
山
の
政
治
は
、
雪
に

「
い
ど
む
」
其
の
一
言
に
つ
き

る
か
と
思
い
ま
す
。
生
活
、
労

働
の
不
均
衡
、
過
疎
に
つ
な
が

る
町
民
の
心
理
的
へ
い
害
、
す

べ
て
雪
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
在
、
町
で
考
え
て
い
る
機
動

．
力
を
速
に
整
備
し
て
い
た
だ
き

㎜
町
中
央
と
の
冬
期
間
の
交
通
を

確
保
し
松
之
山
に
生
き
る
米
作

り
の
町
民
の
幸
福
と
経
済
を
守

る
様
努
め
ま
す
。

二
、
泉
源
に
め
ぐ
ま
れ
た
観
光

　
条
件
を
生
か
し
た
地
域
開
発

　
を
す
す
め
る
。
ま
た
農
民
温

　
泉
、
老
人
「
い
こ
い
」
の
場

　
等
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

三
、
出
稼
失
業
保
険
を
保
護
し

　
留
守
家
族
の
保
護
と
可
能
で

　
あ
れ
ば
内
職
的
工
場
誘
置
で

　
冬
期
間
の
収
入
の
安
定
を
計

　
る
様
努
力
致
し
ま
す
。

四
、
老
人
医
療
の
無
料
化
と
医

　
師
の
増
員
医
療
機
関
の
充
実

　
に
つ
と
め
ま
す
。

五
、
後
継
者
育
成
、
就
中
青
少

　
年
保
護
健
全
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
と
教
育
施
設
の
充
実
に
専
念

　
致
し
ま
す
。福

原
庚
造
㈹

、
道
路
の
整
備
舗
装
、
無
雪

道
路
、
雪
中
の
道
つ
け
、
簡

易
水
道
の
普
及
等
生
活
環
境

の
飛
躍
的
改
善
に
つ
と
め
る
。

　
昭
和
二
十
二
年
に
、
戦
後
初

代
の
議
長
を
お
お
せ
つ
か
っ
て

以
来
、
議
員
と
し
て
は
五
回
目

議
長
と
し
て
は
第
四
回
目
の
つ

と
め
を
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
顧
り

み
て
、
戦
前

戦
後
の
長
い

議
員
生
活
を

は
じ
め
、
公

職
生
活
を
通

じ
、
私
は
、
　
公
平
、
無
私
、

選
ば
れ
た
道
に
遙
進
す
る
こ
と

こ
そ
私
の
使
命
だ
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

一
、
交
通
網
の
整
備
、
と
く
に

冬
季
交
通
の
確
保
、
二
、
教
育

施
設
の
公
平
な
配
置
に
よ
り
住

民
に
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障

す
る
。
三
、
松
之
山
の
産
業
は

や
は
り
米
づ
く
り
が
中
心
で
あ

議
長若

　
月

る
。
き
び
し
い
現
実
で
は
あ
る

が
、
長
い
目
で
将
来
へ
の
展
望

を
も
っ
て
米
の
生
産
に
力
を
そ

そ
い
で
ゆ
き
た
い
。

　
以
上
を
私
の
議
員
と
し
て
の

重
点
事
項
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
七
十
年
代
は
、
松
之
山
町
に

と
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で

激
し
い
変
革
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
賢
明
な
議
員
の
皆
様
と
よ
く

　
　
　
　
　
　
相
談
し
あ
い
、

　
　
　
　
　
　
豪
雪
の
克
服
、

　
　
　
　
　
　
過
疎
地
の
汚
名

又
義
を
打
ち
破
る
よ

　
　
　
　
　
　
う
努
力
し
た
い

　
　
　
　
　
　
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
町
民
各
位
の
心
か
ら
な
る
．
こ

鞭
錘
を
切
に
お
願
い
し
て
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

、
乳
幼
児
、
母
子
家
庭
ね
た

き
り
老
人
、
出
稼
留
守
家
庭

対
策
等
社
会
福
祉
に
つ
い
て

力
を
入
れ
ま
す
。

、
農
業
の
振
興
を
は
か
る
と

と
も
に
積
極
的
な
観
光
行
政

に
依
り
所
得
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

一
、
保
育
所
か
ら
高
校
ま
で
施

設
を
充
実
し
恵
ま
れ
た
環
境

で
子
供
達
の
天
性
を
充
分
伸

ば
す
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

、
医
療
施
設
の
充
実
、
医
療

問
題
に
つ
い
て
特
に
力
を
入

れ
ま
す
。

松
沢
保
雄
㈲

　
過
疎
と
豪
雪
に
な
や
む
僻
地

松
之
山
を
住
み
よ
い
魅
力
あ
る

町
に
す
る
為
公
平
無
私
を
信
条

と
し
て
つ
ぎ
の
事
項
の
実
現
に

ハ
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
基
づ
き
道
路
の
改

良
整
備
。
補
装
に
よ
る
無
雪
化

の
早
期
実
現
。
健
康
を
守
る
医

療
施
設
の
充
実
。
観
光
松
之
山

を
つ
く
る
観
光
開
発
。
教
育
行

政
と
社
会
福
祉
対
策
。
等
拡
範

囲
に
わ
た
る
諸
問
題
の
解
決
に

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
皆
様
方

各
位
の
声
の
窓
口
と
な
り
最
善

の
努
力
を
つ
く
す
覚
悟
で
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
奪

村
山
　
正
英
㈱

、
交
通
に
つ
い
て

①
鹿
渡
ト
ン
ネ
ル
の
県
期
実

　
現
に
よ
る
冬
期
交
通
の
確

　
保

③
圧
雪
、
除
雪
の
で
き
る
よ

　
　
う
な
町
道
の
改
良
と
舗
装

　
　
の
促
進

お
畜
産
及
び
耕
種
農
業
そ
し

　
　
て
林
業
に
つ
い
て
も
地
に

　
　
つ
い
た
指
導

　
㈹
小
規
模
で
も
で
き
る
農
地

　
　
及
び
農
道
の
基
盤
整
備
と

　
　
負
担
の
軽
減

　
鋤
観
光
物
産
品
の
開
発
及
び

　
　
育
成

一二
、
産
業
に
つ
い
て

久
保
田
勢
策
㈱

　
町
政
の
発
展
は
道
路
綱
の
完

全
整
備
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
松
之
山
の
産
業
観
光
の

と
び
ら
を
開
く
か
ぎ
で
あ
る
と

信
じ
ま
す
。
故
に
町
の
土
木
行

政
は
あ
ら
ゆ
る
至
難
を
乗
り
越

え
て
の
努
力
を
必
要
と
感
じ
ま

す
。
私
は
比
の
度
社
会
厚
生
委

員
会
に
所
属
し
ま
し
た
。
最
も

む
づ
か
し
い
医
療
行
政
に
全
力

を
そ
そ
ぎ
度
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
今
の
段
階

で
は
申
し
上
げ
る
自
信
は
あ
り

ま
せ
ん
が
無
理
を
承
知
で
執
行

機
関
に
御
注
文
申
し
上
げ
て
最

大
の
努
力
を
し
て
戴
き
医
療
体

制
の
健
全
性
を
造
り
上
げ
町
民

皆
様
の
生
命
に
不
安
な
か
ら
し

む
る
様
努
力
し
度
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

御
老
人
の
い
こ
い
の
場
幼
児
教

育
の
充
実
と
町
内
全
域
に
亘
る

水
道
施
設
等
皆
様
方
の
生
活
環

境
が
少
し
で
も
よ
く
な
る
様
一

生
懸
命
勉
強
し
度
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。小

野
塚
熊
男
6⑳

　
皆
様
方
の
御
引
立
に
よ
り
チ

ョ
ッ
ピ
リ
町
政
に
参
加
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
私
。
任

期
中
に
最
も
や
り
度
い
と
思
う

事
を
…
…
と
の
事
。

至
ら
ぬ
私
、
ど
れ
だ
け
皆
さ
ん

の
御
役
に
立
ち
得
る
か
と
い
さ

さ
か
不
安
の
念
も
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
。

諸
問
題
の
山
積
し
て
居
る
中
か

ら
、
引
き
出
し
た
い
の
が
次
の

二
点

冬
期
間
の
交
通
網
の
確
保

安
定
度
の
高
い
松
之
山
の
特
殊

性
を
生
か
し
た
産
業
の
開
発
、

そ
し
て
ワ
ン
サ
と
健
康
美
に
輝

く
お
嫁
さ
ん
の
お
し
か
け
て
来

る
松
之
山
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
（
次
頁
に
つ
づ
く
）
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（
次
頁
よ
り
つ
づ
き
）

旅
へ
旅
へ
と
他
人
の
幸
だ
け
を

う
ら
や
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

花
開
き
鳥
唄
う
そ
し
て
き
れ
い

な
水
、
澄
き
っ
た
空
気
、
青
い

空
、
公
害
の
無
い
吾
等
の
故
郷

の
良
さ
を
皆
様
と
共
に
も
う
一

度
見
直
し
て
見
た
い
。

購笑

蓄』’．

欝平
繋八
　　　郎

　　　⑮7〕

一
、
道
路
の
整
備

二
、
過
疎
に
つ
な
が
る
松
之
山

農
家
の
嫁
対
策

三
、
観
光
開
発
の
推
進
と
、
こ

　
れ
に
結
合
し
た
松
之
山
農
業

　
の
方
向
を
確
立
す
る
こ
と
。

相
沢
善
　
㎝

　
町
民
の
皆
様
・
比
度
の
選
挙

に
さ
い
し
ま
し
て
は
特
別
の
御

好
意
を
賜
わ
り
誠
に
有
難
う
御

座
居
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
上

ま
す
。
今
後
四
年
間
議
員
と
し

て
の
決
意
を
申
上
げ
、
こ
れ
が

実
現
の
た
め
皆
様
の
協
力
を
お

願
申
上
げ
ま
す
。

一
、
町
内
幹
線
道
の
無
雪
化

一
、
幹
線
に
つ
な
が
る
支
線
又

　
は
通
学
道
の
圧
雪

一
、
県
道
舗
装
な
ら
び
に
町
道

　
の
改
修

一
、
魚
沼
経
済
圏
に
つ
な
が
る

　
無
雪
道
の
促
進
と
共
に
冬
季

　
間
内
職
等
で
所
得
水
準
の
向

　
上
を
は
か
る
。

こ
れ
ら
の
事
が
町
内
に
公
平
に

行
な
わ
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し

ま
す
。

滝
沢
重
介
㈱

一
、
民
主
的
な
明
る
い
町
づ
く

　
り
を
。
ト
コ
ロ
天
式
で
政
府

　
の
言
い
な
り
に
な
る
町
政
で

な
く
自
治
体
の
自
主
性
を
尊

重
し
町
民
の
な
や
み
や
要
求

聞
く
清
潔
で
親
切
な

町
政
に
し
た
い
。

二
、
地
元
で
働
け
る
仕
事
と
食

え
る
賃
金
を
。
公
害
の
な
い

工
場
誘
致
。
鹿
渡
間
に
ト
ン

』
憂
憂
霧
嚢
襲
憂
襲
褻
盤
盤
嚢
盤
褻
襲
盤
畏
頚
配
甕
盤
褻
髪
触

纏
纒
羅
灘
羅
羅
鑛
繋

　
八
月
三
十
一
日
、
に
執
行
さ

れ
た
町
長
、
な
ら
び
に
町
議
会

議
員
選
挙
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
当
日
の
有
権
者
数
は
四

千
五
百
九
十
四
人
で
、
投
票
率

は
九
五
％
で
し
た
。

町
長
選
挙
　
　
　
（
票
）

当
佐
藤
重
孝
（
無
現
）
二
四
三
三

次
田
辺
尚
二
（
無
新
）
一
一
二
五

　
相
沢
達
雄
（
無
新
）
一
〇
〇
五

議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
票
）

当
　
村
山
佐
市
無
新
二
四
一
、
四

〃
　
－
福
原
庚
造
無
現
一
九
八

〃
　
若
月
又
義
無
現
＝
九
六

〃
　
佐
藤
大
治
無
現
一
九
四
・
六

〃
　
田
辺
｝
夫
無
現
一
九
三

仏
　
小
野
塚
熊
男
無
新
一
九
一

〃
　
高
橋
重
次
無
新
一
八
六

〃
　
村
山
吉
太
郎
無
現
一
八
甲
三

次〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃当

山
岸
定
佐
久
無
元
｝
八
二

竹
内
平
八
郎
無
重
七
八
・
五

山
岸
石
松
共
元
一
七
六

松
沢
保
雄
無
現
一
七
四

竹
内
徳
治
郎
無
新
一
七
子
四

滝
沢
重
介
共
現
一
七
二

布
施
庸
平
無
新
一
六
八
・
八

本
山
健
市
無
新
一
六
八

相
沢
善
一
無
新
　
一
六
三
・
五

南
雲
終
治
無
現
一
五
九

佐
藤
重
竜
無
新
一
五
八
・
三

久
保
田
勢
策
無
現
一
五
五

相
沢
長
男
無
現
、
一
五
四

村
山
正
英
無
新
一
四
七
・
二

鈴
木
武
信
無
新
一
四
七

山
岸
繁
勝
無
元
一
四
二

樋
口
藤
夫
社
現
二
一
一
四
二
一

小
野
塚
嘉
男
無
新
一
〇
八

－
樋
ロ
量
栄
無
元
七
八
・
七

布
施
外
二
無
新
三
四
・
一

　
ネ
ル
の
新
設
と
舗
装
、
改
良

　
の
促
進
b
ボ
イ
山
や
原
野
を

　
県
行
造
林
な
ど
に
改
良
し
、

　
多
種
類
の
内
職
あ
っ
せ
ん
と

　
開
発
就
労
事
業
等
役
場
が
本

　
気
で
心
配
す
る
様
に
し
ま
す
。

三
、
各
種
税
外
負
担
の
解
消

　
地
方
財
政
法
で
は
直
接
間
接

の
税
外
負
担
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

　
県
立
高
校
費
や
義
務
教
育
の

　
父
母
負
担
を
な
く
し
給
食
婦

　
の
賃
金
を
町
負
担
に
し
身
分

　
の
保
証
を
し
ま
す
。

四
、
老
人
、
幼
児
の
医
療
費
の

　
無
料
化
に
つ
と
め
ま
す
。

田
辺
　
一
夫
6
鋤

　
此
の
度
の
議
会
議
員
の
選
挙

に
当
り
町
民
各
位
の
御
厚
情
頂

き
当
選
の
栄
を
賜
わ
り
厚
く
御

礼
申
上
げ
ま
す
。

今
後
も
皆
様
と
共
に
松
之
山
町

の
た
め
に
一
層
勉
強
し
て
行
き

た
い
と
決
意
を
新
に
し
て
お
る

次
第
で
す
。
私
の
特
に
考
え
て

お
る
事
は
、

一
、
住
み
よ
い
松
之
山
町
に
す

　
る
た
め
に
行
政
の
均
衡
を
は

　
か
ケ
た
い
。

一
、
道
路
網
の
整
備
と
冬
期
交

　
通
の
確
保

一
、
地
域
産
業
の
振
興
開
発

尚
、
私
は
総
務
文
教
委
員
会
に

関
係
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
学

校
の
統
合
問
題
、
小
学
校
の
改

築
な
ど
重
要
な
課
題
に
対
し
て

地
域
の
一
住
民
と
な
っ
た
立
場

で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
支
援
鴫

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

需

山
岸
石
松
㈹

　
根
本
的
な
問
題
と
し
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
語
り
共

に
力
を
併
せ
て
ゆ
く
町
政
と
町

議
ム
奈
即
ち
民
主
主
義
を
本
物

に
し
て
い
く
町
政
を
め
ざ
し
て

努
力
し
ま
す
。

そ
の
柱
は
く
ら
し
と
健
康
い
の

ち
を
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
、
町
が
大
巾
に
め
ん
ど
う
を

　
み
る
小
規
模
な
農
業
基
盤

　
整
備
の
実
施
、
賃
金
収
入
を

　
保
証
す
る
林
業
の
推
進

二
、
温
泉
を
土
台
と
し
た
健
全

　
な
観
光
地
づ
く
り
を
す
す
め

耐
山
村
の
特
産
物
と
結
合
さ
せ

　
る
。

三
、
道
路
中
心
の
交
通
、
特
に

　
冬
期
交
通
の
確
保
。
雪
に
よ

　
る
住
民
負
担
の
軽
減
。

四
、
医
療
特
に
老
人
医
療
の
無

　
料
化
、
農
村
労
働
者
（
出
稼

　
者
、
賃
労
働
者
）
の
仕
事
と

　
賃
金
の
保
償
と
健
康
管
理
の

　
徹
底
を
は
か
る
。

五
、
青
年
、
婦
人
の
た
め
の
気

　
楽
な
集
ム
票
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
を
確
保
す
る
。

本
山
健
市
⑮
紛

　
辺
地
に
生
れ
辺
地
で
育
ち
辺

地
の
苦
し
み
か
ら
一
日
も
早
く

脱
却
す
べ
く
、
此
の
度
地
域
各

位
の
御
推
薦
戴
き
、
　
松
之
山

町
議
会
議
員
に
立
候
補
さ
せ
て

戴
ぎ
ま
し
た
。

御
承
知
の
通
り
私
共
を
取
り
ま

く
農
村
の
諸
状
勢
は
、
年
ご
と

に
き
び
し
さ
を
加
え
て
参
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
深
刻
な
問
題

と
し
て
身
近
な
分
校
の
統
合
間

題
が
あ
り
、
加
え
て
各
種
車
輌

の
激
増
に
伴
う
各
地
区
の
道
路

事
情
の
悪
化
、
過
疎
化
の
進
行

冬
期
間
の
交
通
問
題
、
保
安
設

備
等
、
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。

高
度
成
長
社
会
か
ら
取
り
残
さ

れ
ぬ
様
、
皆
様
方
の
御
期
待
に

そ
う
べ
く
微
力
を
尽
す
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
御
支
援
を
賜
り

度
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

鰯謝

村
山
吉
太
郎
㈲

難

　
任
期
中
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い

て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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学
校
統
合
問
題

幼
児
教
育

過
疎
問
題

冬
期
雪
害
対
策

過
疎
地
域
の
道
路
整
備

里
山
再
開
発
問
題

十
日
町
出
織
の
振
興

医
療
問
題

老
人
対
策

相
沢
長
男
㈲

麟

ザ

　
経
済
情
勢
の
推
移
で
私
共
の

．
生
活
は
激
し
い
変
化
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
で
生

活
に
直
接
ひ
び
く
様
々
な
深
刻

な
問
題
が
出
て
参
り
ま
す
。
常

に
皆
さ
ん
の
意
志
や
意
見
を
伺

っ
て
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
・

を
姿
勢
と
し
て
参
り
た
い
。

教
育
、
医
療
、
土
木
、
産
業
等

い
づ
れ
も
早
急
に
解
決
せ
ね
ば

な
ら
な
い
問
題
を
抱
え
て
居
り

ま
す
が
、
道
路
の
改
良
、
舗
装

の
延
長
殊
に
除
雪
圧
雪
、
雪
崩

防
止
等
の
冬
期
交
通
確
保
は
先

づ
以
て
積
極
的
に
推
進
せ
ね
ば

な
ら
な
い
基
礎
的
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
議
会
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
産
業
で
す
が
農
林
業
、
観
光

ノ
の
二
と
は
皆
さ
ん
の
卓
越
せ
る

御
意
見
を
期
待
申
上
げ
、
協
力

の
下
に
真
剣
に
取
り
組
み
た
い

所
存
で
す
。
鴛
馬
に
鞭
打
っ
て

下
さ
る
様
御
支
援
を
切
に
御
願

い
致
し
ま
す
。

布
施
庸
平
6
D

第
一
点
と
し
て
町
の
発
展
を

守
る
為
に
町
過
疎
地
域
振
興
計

画
に
基
く
過
疎
対
策
に
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
ま
す
。
此
れ
に

は
広
範
囲
な
施
策
が
望
ま
れ
る

訳
で
す
が
一
端
と
し
て
道
路
の

整
備
拡
充
、
特
に
冬
期
間
の
主

要
道
の
無
雪
化
部
落
間
道
路
の

圧
雪
等
の
早
期
実
現

　
第
二
点
と
し
て
住
民
の
福
祉

向
上
に
尽
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
を
守
る
医
療
の
充
実
並
に

…
年
々
急
増
す
る
老
人
福
祉
対
策

に
重
点
を
置
く
所
存
で
御
座
い

ま
す
。

竹
内
徳
治
郎
㈹

　
こ
の
度
・
町
会
議
員
の
改
選

に
当
り
ま
し
て
は
、
皆
様
方
の

絶
大
な
る
御
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申
上
げ

ま
す
。

現
在
、
減
反
、
離
農
、
豪
雪
と

数
多
く
の
最
も
身
近
な
難
か
し
・

い
問
題
が
山
積
致
し
て
居
り
ま

す
中
に
町
議
員
の
一
員
と
し
て

其
の
責
任
の
重
大
な
る
事
を
身

に
感
じ
て
居
る
次
第
で
御
座
い

ま
す
。

特
に
離
農
問
題
を
中
心
に
し
て

産
業
の
近
代
化
と
道
路
の
改
良

冬
期
間
の
無
雪
道
路
の
確
保
に

全
力
を
つ
く
し
て
行
く
覚
悟
で

居
り
ま
す
。

　
何
卒
町
民
の
皆
様
今
後
共
に

一
層
の
御
鞭
捷
と
御
指
導
の
程

を
い
た
だ
き
た
く
御
願
い
を
申

上
げ
ま
す
。山

岸
定
佐
久
㈲

　
急
激
な
る
過
疎
問
題
に
直
面

し
て
い
る
町
の
現
状
か
ら
い
っ

て
、
民
生
安
定
と
文
化
の
向
上

観
光
松
之
山
と
産
業
振
興
な
ど

早
急
に
解
決
の
道
を
確
立
し
て

魅
力
あ
る
豊
か
な
町
つ
く
り
に

尽
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。
『

　
こ
の
た
め
次
の
諸
点
に
重
点

を
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
道
路
交
通
の
改
善
整
備

二
、
過
疎
対
策
と
豪
雪
対
策

三
、
社
会
福
祉
対
策

四
、
医
療
行
政
対
策

五
、
教
育
対
策

六
、
産
業
の
振
興
（
特
に
減
反

　
地
を
観
光
に
）

七
、
観
光
松
之
山
の
実
現

高
橋
重
次
ω

　
私
は
道
路
整
備
と
併
せ
て
雪

中
の
交
通
確
保
の
間
題
が
地
域

格
差
の
是
正
、
医
療
間
題
、
学

校
統
合
、
観
光
開
発
等
山
積
し

て
居
る
諸
問
題
の
解
決
の
根
本

と
信
じ
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

こ
れ
が
早
期
解
決
の
た
め
努
力

致
す
覚
悟
で
御
座
い
ま
す
。

佐
藤
重
竜
⑮
◎

懸

　
今
回
皆
様
方
の
御
支
援
に
よ

り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
当
選

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
の
町

政
に
対
す
る
目
標
は
「
住
み
よ

い
町
」
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

重
点
目
標
と
し
て
は
、

一
、
交
通
網
の
整
備
（
冬
期
間

　
の
交
通
の
確
保
）

　
産
業
の
振
興
（
米
を
中
心
－

と
し
た
農
業
の
振
興
、
観
光

開
発
）

、
医
療
の
充
実
（
医
師
の
確

保
）、

社
会
福
祉
の
増
進
（
老
人

福
祉
施
設
・
幼
児
教
育
施
設

建
設
の
促
進
）

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
任
期

一中
最
も
力
を
入
れ
て
ゆ
き
た
い

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。＠

新町政と議盒に期待する
小
谷若

井
千
代
松

　
深
刻
な
過
疎
間
題
に

歯
止
め
を
か
け
、
松
之

山
の
振
興
と
発
展
の
第

一
条
件
と
な
る
の
は
、

道
路
問
題
の
解
決
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う

な
総
花
的
な
考
え
方
を

一
時
中
断
し
、
隣
接
の

松
代
町
と
津
南
町
を
結

ぶ
路
線
を
一
刻
も
早
文

完
全
な
二
車
線
の
無
雪

道
路
に
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
上
越
市
、

十
日
町
市
へ
の
通
動
も
可
能
と

し
、
工
場
誘
置
に
も
、
観
光
開

発
に
も
ま
た
、
医
療
問
題
に
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
緊
急
事

業
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
ほ

し
い
。

つ
ぎ
は
、
将
来
か
な
ら
ず
「
真

清
水
米
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
松
之
山
産
の
米
が
、

こ
れ
以
上
減
産
し
な
い
よ
う
農

地
の
基
盤
整
備
を
徹
底
的
に
考

え
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
ま
た
全
町
民

的
視
野
と
立
場
か
ら
松
之
山
の

総
合
観
光
開
発
を
“
す
ぐ
や
る

気
〃
で
真
剣
に
検
討
し
、
実
行

に
移
さ
れ
た
い
こ
と
で
あ
る
。

当
面
の
一
喜
一
憂
に
の
み
気
を

つ
か
っ
て
大
局
を
誤
り
、
恵
ぐ

ま
れ
た
わ
が
郷
土
を
荒
廃
さ
せ

悔
い
を
千
歳
に
残
す
こ
と
の
な

い
よ
気
選
挙
と
い
気
き
び

し
い
試
練
を
へ
て
選
出
さ
れ
た

町
長
な
ら
び
に
町
議
諸
氏
の
英

知
と
今
後
の
行
動
に
期
待
を
か

け
た
い
。

　
　
猪
之
名

　
　
　
滝
沢
久
子
（
談
）

婦
人
層
の
要
望
は
毎
年
お
こ

嬉
翻
劇
茗

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、

町
内
七
十
五
才
以
上
の
老
人
三

百
二
名
に
敬
老
菓
、
九
十
才
以

上
十
二
名
に
座
布
団
が
知
事
か

ら
届
け
ら
れ
た
ほ
か
、
各
婦
人

会
支
部
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

る
な
ど
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し

た
◎

　
現
在
松
之
山
町
に
居
住
す
る

七
十
才
以
上
の
人
口
は
五
百
四

十
九
人
で
（
全
人
口
の
七
・
三

％
）
こ
の
う
ち
八
十
才
以
上
百

二
十
八
人
、
九
十
才
以
上
十
二

人
と
な
っ
て
お
り
、
最
高
令
者

は
天
水
島
の
高
橋
角
蔵
さ
ん
の

九
十
八
才
と
な
っ
て
い
ま
す
〇

　
九
十
才
以
上
の
方
々
の
氏
名

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

高
橋
角
蔵
鯛
天
水
島
、
村
山
タ

ツ
⑳
藤
内
名
、
福
原
サ
イ
0の
天

水
越
、
佐
藤
長
太
郎
㎜
”
天
水
越

佐
藤
松
五
郎
働
天
水
越
、
樋
口

彦
太
郎
㎝
中
尾
、
重
野
カ
ク
岡

下
池
、
村
山
吉
ノ
⑳
坪
野
、
石

塚
ヨ
シ
0⑤
浦
田
＼
保
坂
ス
ギ
㈱

浦
田
、
志
賀
・
ク
㈹
松
口

薪を切る高橋角蔵さん

な
わ
れ
て
い
る
百
万
人
の
話
し

合
い
の
中
に
集
約
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、

①
と
く
に
お
医
者
さ
ん
の
増
員

に
つ
い
て
は
引
き
つ
づ
き
努
力

し
て
ほ
し
い
。

②
過
疎
の
進
行
と
共
に
、
沢
山

の
悩
み
を
か
か
え
こ
ん
で
い
る

小
さ
な
集
落
、
中
心
か
ら
遠
い

集
落
に
対
し
て
陽
の
当
ら
な
い

こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

ほ
し
い
。
こ
と
に
冬
の
道
つ
け

は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
対
策
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

③
町
会
議
員
の
候
補
者
を
部
落

す
い
せ
ん
す
る
と
い
う
し
ぎ
た

り
は
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

④
も
っ
と
住
み
よ
い
松
之
山
町

を
つ
く
る
と
い
う
に
は
何
ん
と

い
っ
て
も
道
路
を
よ
く
し
て
も

ら
わ
ね
ば
困
る
。
と
り
残
さ
れ

た
町
に
な
ら
な
い
よ
う
積
極
的

な
ご
努
力
を
切
に
お
願
い
し
た

い
。人

権
擁
護
委
員
に

新
山
の

　
山
岸
定
佐
久
さ
ん

　
こ
と
し
の
五
月
一
日
、
新

山
の
山
岸
定
佐
久
さ
ん
が
法
務

大
臣
よ
り
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
権
携
護
員
は
、
国
民
に
保

障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を

擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
を
図
る
た
め
に
置
か
れ

て
い
ま
す
◎
次
の
問
題
で
お
困

り
の
方
は
、
無
料
か
つ
他
に
も

れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
安
心
し
て
お
気
軽
に
そ

の
自
宅
へ
相
談
に
お
出
掛
け
下

さ
い
。

　
私
的
制
裁
、
人
身
売
回
異
村

　
八
分
・
教
育
を
受
け
る
権
利

　
の
侵
犯
・
強
制
圧
迫
・
酷
使

　
虐
待
、
差
別
待
遇
、
生
活
権

　
の
侵
犯
、
そ
の
他
お
困
り
の

　
問
題

　
広
報
第
4
1
号
は
十
月
十

日
付
発
行
の
予
定
。

　
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
稿
を

歓
迎
し
て
い
ま
す
。
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